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◆特集 「北前船」と地方創生

04

道

の

駅

石

狩

「

あ

い

ろ

ー

ど

厚

田

」

に

は

明

治

25

年

の

厚

田

の

様

子

を

伝

え

る

ジ

オ

ラ

マ

「

北

前

船

と

鰊

漁

場

」

が

展

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

精

巧

な

船

や

積

み

荷

は

石

狩

市

郷

土

研

究

会

の

石

黒

隆

一

さ

ん

と

妻

の

美

香

子

さ

ん

が

、

北

前

船

を

迎

え

る

表

情

豊

か

な

人

形

た

ち

は

石

狩

市

浜

益

区

在

住

の

八

田

美

津

さ

ん

が

作

っ

た

も

の

で

す

。

当

時

「

宝

船

」

と

し

て

北

前

船

を

待

ち

わ

び

て

い

た

人

々

の

喜

び

を

今

に

伝

え

て

い

ま

す

。

平

成

30

年

に

は

「

北

前

船

こ

ど

も

調

査

団

」

と

し

て

石

黒

さ

ん

が

企

画

・

講

師

を

担

当

し

、

石

狩

市

立

生

振

小

学

校

で

北

前

船

の

歴

史

を

伝

え

る

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

そ

の

中

で

北

海

道

の

ニ

シ

ン

粕

が

瀬

戸

内

の

綿

の

栽

培

の

肥

料

と

し

て

使

わ

れ

、

日

本

の

近

代

化

を

支

え

た

繊

維

産

業

発

展

の

基

礎

を

作

っ

た

と

い

う

歴

史

を

学

び

、

そ

れ

を

き

っ

か

け

に

岡

山

県

倉

敷

市

の

下

津

井

小

学

校

と

交

流

を

行

っ

て

い

ま

す

。

【厚田神社の船絵馬】

̅ȅ船の航海の安全を祈願して

奉納された船絵馬。｢幸徳丸」

「久徳丸」の船名が記載。

明治13ฅ、༂അࠈ�ଅ�	��

「久吉丸」の船主が大阪から神輿

を運び古潭神社に奉納したもの。

【古潭神社の神輿】【石狩八幡神社鳥居】

文化10ฅの銘。兵庫県産の白御影

石でつくられており、̅ȅȈ���

�༂ą�������༄������

小

樽

市

で

は

、

日

本

遺

産

「

荒

波

を

越

え

た

男

た

ち

の

夢

が

紡

い

だ

異

空

間

～

北

前

船

寄

港

地

・

船

主

集

落

～

」

の

認

定

を

記

念

し

、

北

前

船

ス

ト

ー

リ

ー

の

魅

力

を

伝

え

、

普

及

啓

発

を

図

る

た

め

、

現

代

の

北

前

船

と

い

え

る

新

日

本

海

フ

ェ

リ

ー

小

樽

～

舞

鶴

航

路

の

船

上

に

お

い

て

、

令

和

元

年

８

月

、

乗

船

客

を

対

象

と

し

た

北

前

船

ス

ト

ー

リ

ー

船

上

講

座

を

実

施

し

ま

し

た

。

当

日

は

、

午

前

と

午

後

の

２

部

構

成

で

約

２

０

０

人

が

受

講

し

ま

し

た

。

【

講

師

】

国

立

大

学

法

人

小

樽

商

科

大

学

グ

ロ

ー

カ

ル

戦

略

推

進

セ

ン

タ

ー

研

究

支

援

部

門

地

域

経

済

研

究

部

学

術

研

究

員

高

野

宏

康

氏

ス

ト

ー

リ

ー

を

構

成

す

る

主

な

文

化

財

と

地

域

活

性

化

の

た

め

の

取

組

「

小

樽

市

」

ス

ト

ー

リ

ー

を

構

成

す

る

主

な

文

化

財

と

地

域

活

性

化

の

た

め

の

取

組

「

石

狩

市

」

【日和山】

̅ȅȈ�Ȉค����ąฆȅ�

日和をみた場所�̅ആ	�༏ԇ

目に建設された近代的な灯台。

̅ȅȈ�Ȉค�̅ȅȈ�運んだ物

資の保管のために建造した大規模

な倉庫群。と画像は旧右近倉庫）

【旧北浜地区倉庫群】【旧魁陽亭】

創業は安政初期に遡るといわれ

��̅ȅ船の船主や商人たちが

ȅ༂��Ԇค。

北

前

船

ス

ト

ー

リ

ー

船

上

講

座

宝

船

で

地

域

を

学

ぶ

�

道の駅石狩「あいろーど厚田」

と展示されているジオラマ

こ た ん じんじゃ み こし

ひ よりやまきゅうきたはま ち く そう こ ぐんきゅうかいようてい

あつた じんじゃ ぎな え ま

いしかりはちまんじんじゃ とり い

お

ば

ふ

か

し

も

つ

い



令

和

元

年

10

月

19

日

、

20

日

に

第

28

回

北

前

船

寄

港

地

フ

ォ

ー

ラ

ム

ｉ

ｎ

北

海

道

小

樽

・

石

狩

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

、

江

戸

中

期

か

ら

明

治

に

か

け

て

「

北

前

船

」

で

結

ば

れ

た

全

国

各

地

が

連

携

し

て

地

域

振

興

を

目

的

に

開

催

し

て

い

ま

す

。

｢

北

前

船

往

来

～

日

本

の

繁

栄

と

近

代

化

を

支

え

た

絆

を

ふ

た

た

び

」

を

テ

ー

マ

と

し

て

、

19

日

に

は

小

樽

市

で

、

第

２

回

北

前

船

研

究

交

流

セ

ミ

ナ

ー

が

開

催

さ

れ

、

全

国

か

ら

約

３

３

０

人

が

参

加

し

ま

し

た

。

当

日

は

、

主

催

者

挨

拶

及

び

来

賓

挨

拶

の

開

会

セ

レ

モ

ニ

ー

に

続

き

、

活

動

事

例

発

表

と

し

て

、

小

樽

市

立

潮

見

台

中

学

校

文

化

部

の

部

員

９

名

に

よ

る

「

中

学

生

が

、

見

た

、

知

っ

た

、

考

え

た

北

前

船

」

と

北

海

道

未

来

創

造

高

校

の

生

徒

３

名

に

よ

る

「

私

た

ち

が

考

え

る

日

本

遺

産

北

前

船

の

未

来

」

と

題

す

る

発

表

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

続

い

て

、

東

京

国

立

博

物

館

館

長

の

銭

谷

眞

美

氏

に

よ

り

、

本

セ

ミ

ナ

ー

の

サ

ブ

テ

ー

マ

の

「

北

前

船

交

易

に

お

け

る

昆

布

と

ニ

シ

ン

粕

の

役

割

」

を

演

題

と

し

た

基

調

講

演

が

行

わ

れ

た

後

、

地

元

や

全

国

か

ら

の

研

究

発

表

と

し

て

、

北

海

道

北

前

船

調

査

会

の

高

野

宏

康

氏

か

ら

「

北

前

船

交

易

に

お

け

る

北

海

道

の

役

割

」

、

大

阪

市

経

済

戦

略

局

長

の

柏

木

陸

照

氏

か

ら

「

北

前

船

交

易

に

お

け

る

昆

布

の

役

割

｣

、

倉

敷

市

長

の

伊

東

香

織

氏

か

ら

「

北

前

船

交

易

が

倉

敷

市

の

ま

ち

づ

く

り

に

果

た

し

た

役

割

」

を

そ

れ

ぞ

れ

発

表

、

最

後

に

北

海

道

北

前

船

調

査

会

主

宰

の

土

屋

周

三

氏

の

総

括

で

幕

を

閉

じ

ま

し

た

。

05

10

／

19

セ

ミ

ナ

ー

（

小

樽

市

）

2019

土曜日

10

/

19

日曜日

10

/

2019

20

セミナー

時間 13：00�17：00

場所 ウィングベイ小樽内

イオンシネマ小樽

คആ༄

時間 18：30�20：00

場所 ༂ਆ܆༂�������

小樽市から石狩市へのバス移動研修

時間 8：00�12：00

場所 祝津パノラマ展望台・石狩湾新港

道の駅石狩「あいろーど厚田」

フォーラム

時間 13：20�17：30

場所 ༂ȇฅȈഅ̅

コミュニティセンター

レセプション

時間 18：30�20：00

場所 シャトレーゼ

ガトーキングダムサッポロ

�

迫小樽市長による主催者挨拶

�

小樽市立潮見台中学校文化部による発表�

東京国立博物館館長

銭谷眞美氏による基調講演

◆特集 「北前船」と地方創生

創る



20

日

に

は

石

狩

市

で

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

開

催

さ

れ

、

基

調

講

演

や

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

に

は

全

国

か

ら

約

５

０

０

人

が

集

ま

り

、

北

前

船

の

歴

史

と

文

化

、

そ

し

て

現

在

の

港

の

役

割

や

こ

れ

か

ら

の

観

光

振

興

策

な

ど

、

専

門

家

に

よ

る

講

演

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

を

飾

っ

た

の

は

、

北

前

船

日

本

遺

産

の

構

成

文

化

財

で

も

あ

る

「

浜

益

沖

揚

げ

音

頭

｣

。

浜

益

の

小

中

学

生

と

浜

益

小

劇

場

が

コ

ラ

ボ

し

て

実

際

の

舟

を

使

っ

た

圧

巻

の

演

目

で

し

た

。

ま

た

、

え

る

む

認

定

こ

ど

も

園

の

園

児

た

ち

に

よ

る

手

話

歌

の

披

露

も

あ

り

、

手

話

の

ま

ち

石

狩

を

全

国

か

ら

来

た

方

々

に

紹

介

し

ま

し

た

。

基

調

講

演

で

は

、

志

學

館

大

学

教

授

の

原

口

泉

氏

が

「

北

前

船

が

結

ぶ

蝦

夷

と

薩

摩

」

と

題

し

て

、

北

前

船

が

運

ん

だ

北

海

道

の

昆

布

を

手

に

入

れ

た

薩

摩

藩

が

、

中

国

と

の

密

貿

易

で

得

た

利

益

に

よ

っ

て

倒

幕

へ

の

力

を

蓄

え

て

い

っ

た

と

い

う

昆

布

が

も

た

ら

し

た

深

い

つ

な

が

り

を

話

し

ま

し

た

。

ま

た

、

開

催

地

石

狩

市

か

ら

は

、

５

期

20

年

に

わ

た

り

市

長

と

し

て

ま

ち

を

先

導

し

て

き

た

田

岡

克

介

氏

が

、

快

風

丸

の

来

航

な

ど

歴

史

地

理

学

的

見

地

か

ら

の

石

狩

の

位

置

づ

け

や

、

環

境

と

い

う

キ

ー

ワ

ー

ド

と

北

極

海

航

路

に

よ

っ

て

生

ま

れ

る

石

狩

湾

新

港

の

可

能

性

を

発

表

し

、

Ｊ

Ｒ

北

海

道

こ

長

の

島

田

修

氏

は

道

民

の

多

く

が

待

ち

望

ん

で

い

る

「

北

海

道

新

幹

線

か

ら

始

ま

る

新

た

な

北

海

道

の

未

来

」

を

講

演

し

ま

し

た

。

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

、

小

樽

市

の

迫

俊

哉

市

長

と

石

狩

市

の

加

藤

龍

幸

市

長

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

町

の

港

や

観

光

に

つ

い

て

紹

介

し

た

後

、

06

�

小樽・石狩両市長と観光庁の

河田敦弥課長が固く握手

10

／

20

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

石

狩

市

）

両

市

が

抱

え

る

課

題

な

ど

を

掲

げ

、

観

光

庁

観

光

資

源

課

の

河

田

敦

弥

課

長

か

ら

外

国

人

観

光

客

を

呼

び

込

む

た

め

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

化

や

体

験

型

観

光

の

充

実

に

つ

い

て

の

提

案

を

い

た

だ

き

、

最

後

に

は

両

市

長

と

河

田

課

長

と

で

固

い

握

手

が

交

わ

さ

れ

ま

し

た

。

え

る

む

認

定

こ

ど

も

園

園

児

た

ち

に

よ

る

手

話

歌

�

浜

益

沖

揚

げ

音

頭

�

北

前

船

寄

港

地

フ

ォ

ー

ラ

ム

過

去

の

開

催

地

創る

◆特集 「北前船」と地方創生
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創る

地

域

資

源

を

活

か

し

た

音

楽

合

宿

日

本

海

沿

岸

に

位

置

す

る

留

萌

市

は

、

か

つ

て

ニ

シ

ン

漁

で

栄

え

た

ま

ち

で

す

。

当

時

の

漁

業

者

を

も

て

な

す

た

め

の

「

お

も

て

な

し

文

化

」

や

「

芸

妓

（

げ

い

ぎ

）

文

化

」

が

盛

ん

と

な

り

、

街

に

は

ソ

ー

ラ

ン

節

な

ど

の

音

楽

が

溢

れ

て

い

ま

し

た

。

ま

た

、

佐

藤

勝

や

宮

川

泰

、

森

田

公

一

と

い

っ

た

著

名

な

音

楽

家

を

多

数

輩

出

す

る

な

ど

、

古

く

か

ら

音

楽

文

化

が

根

付

い

て

い

ま

す

。

取

組

の

き

っ

か

け

は

、

地

元

で

吹

奏

楽

の

練

習

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

た

留

萌

青

年

会

議

所

の

メ

ン

バ

ー

が

、

全

国

各

地

の

吹

奏

楽

関

係

者

か

ら

聞

い

た

「

教

育

環

境

の

変

化

に

よ

り

、

練

習

機

会

の

確

保

が

難

し

く

な

っ

て

い

る

た

め

、

集

中

し

て

練

習

が

で

き

る

合

宿

の

場

所

を

探

し

て

い

る

」

と

い

う

声

で

し

た

。

留

萌

市

に

は

、

音

楽

ホ

ー

ル

と

マ

ー

チ

ン

グ

が

で

き

る

体

育

館

が

併

設

さ

れ

て

い

る

ほ

か

、

大

き

な

宿

泊

施

設

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

大

人

数

の

宿

泊

が

可

能

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

な

ど

が

あ

り

、

合

宿

に

適

し

て

い

る

施

設

が

あ

り

ま

し

た

。

こ

う

し

た

地

域

資

源

を

活

か

し

て

ス

タ

ー

ト

し

た

音

楽

合

宿

の

取

組

は

、

２

０

１

５

年

に

は

日

本

青

年

会

議

所

主

催

「

地

方

創

生

政

策

コ

ン

テ

ス

ト

」

で

グ

ラ

ン

プ

リ

を

受

賞

し

ま

し

た

。

日

本

海

沿

岸

に

位

置

す

る

港

町

留

萌

市

。

こ

の

ま

ち

で

交

流

人

口

の

創

出

を

目

的

に

始

ま

っ

た

、

吹

奏

楽

に

特

化

し

た

音

楽

合

宿

の

取

組

は

今

年

で

６

年

目

を

迎

え

ま

し

た

。

１

０

０

万

人

を

超

え

る

と

言

わ

れ

る

日

本

の

吹

奏

楽

人

口

と

そ

の

活

動

の

ひ

と

つ

「

合

宿

」

に

焦

点

を

当

て

た

こ

の

取

組

に

つ

い

て

、

中

心

的

な

役

割

を

担

う

一

般

社

団

法

人

留

萌

青

年

会

議

所

に

お

話

を

伺

い

ま

し

た

（

取

材

者

荻

原

、

宇

野

、

守

屋

）

合

宿

参

加

校

も

、

最

初

は

年

に

１

校

で

し

た

が

、

地

域

か

ら

の

協

力

や

行

政

か

ら

の

支

援

を

得

な

が

ら

徐

々

に

増

え

て

い

き

、

２

０

１

９

年

は

８

校

、

延

べ

１

０

０

０

人

以

上

が

留

萌

市

を

訪

れ

る

予

定

と

い

う

、

非

常

に

大

き

な

経

済

効

果

を

も

た

ら

す

も

の

と

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

一

昨

年

に

は

、

東

京

で

吹

奏

楽

の

指

導

に

あ

た

ら

れ

て

い

た

安

西

氏

が

こ

の

取

組

に

共

感

し

、

音

楽

専

門

の

地

域

お

こ

し

協

力

隊

と

し

て

留

萌

市

に

採

用

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

地

元

の

高

校

や

合

宿

校

へ

の

指

導

に

あ

た

る

な

ど

、

音

楽

合

宿

を

含

め

地

域

の

文

化

振

興

の

一

翼

を

担

っ

て

い

ま

す

。

合

宿

練

習

の

様

子

(

上

：

音

楽

ホ

ー

ル

、

下

：

体

育

館

）

▲

留萌市

る も い し


